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表２－３－２３ 施設の構成 

 

 

【設問 25】主な施設の有無 

１ 火葬部門 

1-1 炉室（火葬炉が設置された部屋） 

炉室は、1 階が 99％である。 

表２－３－２４ 火葬炉室の位置 

 

 

1-2 機械室（排ガス処理装置等が設置された部屋） 

機械室は、1 階、2 階が同程度（40％台）である。 

表２－３－２５ 機械室の位置 

 

 

1-3 告別室（遺体と最後のお別れをする部屋） 

告別室は、有りが 75％であり、1～2 室が 81％である。 

表２－３－２６ 告別室の有無 

 

 

  

項目

区分

回答数 14 270 94 378

割合％ 3.7 71.4 24.9 100.0

火葬だけ
火葬と
待合

火葬と待合
と葬儀

合計

項目

区分 １階 ２階 地下２階

回答数 374 3 1 378

割合％ 98.9 0.8 0.3 100.0

合計
火 葬 炉 室

項目

区分 １階 ２階 地下１階 複数階

回答数 188 176 2 12 378

割合％ 49.7 46.6 0.5 3.2 100.0

合計
機 械 室

項目

区分 有り 無し 回答なし

回答数 285 83 10 378

割合％ 75.4 22.0 2.6 100.0

告 別 室
合計
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表２－３－２７ 告別室の室数 

 

1-4 収骨室（火葬後、遺族等が焼骨を骨壷等に納める部屋） 

収骨室は、有りが 80％であり、1～2 室が 80％である。 

表２－３－２８ 収骨室の有無 

 

 

表２－３－２９ 収骨室の室数 

 

２ 待合室（火葬中に遺族等が待つ部屋） 

待合室は、有りが 96％である。和室は 2 室が 42％で最も多く、次いで 1 室 28％で

ある。洋室は 1 室が 37％で最も多く、次いで 2 室 18％である。 

表２－３－３０ 待合室の有無 

 

 

表２－３－３１ 待合室（和室）の室数 

 

項目

区分 １室 ２室 ３室 ４～５室 ６室以上

回答数 164 68 20 13 14 6 285

割合％ 57.5 23.9 7.0 4.6 4.9 2.1 100.0

合計
告 別 室 回答

なし

項目

区分 有り 無し 回答なし

回答数 302 60 16 378

割合％ 79.9 15.9 4.2 100.0

収 骨 室
合計

項目

区分 １室 ２室 ３室 ４～５室 ６室以上

回答数 134 106 27 19 9 7 302

割合％ 44.4 35.1 8.9 6.3 3.0 2.3 100.0

収 骨 室 回答
なし

合計

項目

区分 有り 無し 回答なし

回答数 364 14 0 378

割合％ 96.3 3.7 0.0 100.0

待 合 室
合計

項目

区分 １室 ２室 ３室 ４～５室 ６室以上

回答数 65 98 32 29 8 1 233

割合％ 27.9 42.1 13.7 12.4 3.4 0.4 100.0

待 合 室 （ 和 室 ） 回答
なし

合計
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表２－３－３２ 待合室（洋室）の室数 

 

３ 式場（葬儀を行う部屋） 

式場は、有りが 25％、無しが 75％であり、1 室が 55％、2 室が 20％である。 

表２－３－３３ 式場の有無 

 

 

 

表２－３－３４ 式場の室数 

 

【設問 26】施設の延命化のための部分改修として、次の内容は実施しましたか。（複数回

答可） 

照明の LED 化、屋根、屋上の防水修繕、トイレの洋式化が 40％前後で多くなって

いる。 

表２－３－３５ 施設の延命化のための部分改修 

 

 

  

項目

区分 １室 ２室 ３室 ４～５室 ６室以上

回答数 86 43 21 30 51 4 235

割合％ 36.6 18.3 8.9 12.8 21.7 1.7 100.0

待 合 室 （ 洋 室 ） 回答
なし

合計

項目

区分 有り 無し 回答なし

回答数 94 284 0 378

割合％ 24.9 75.1 0.0 100.0

葬 儀 式 場
合計

項目

区分 １室 ２室 ３室 ４～５室 ６室以上

回答数 52 19 11 7 5 0 94

割合％ 55.3 20.2 11.7 7.4 5.3 0.0 100.0

式 場 回答
なし

合計

項目

区分

照明の
ＬＥＤ化

屋根、
屋上の
防水修繕

バリアフ
リー
化対策

待合室の
洋式化

トイレの
洋式化

その他

回答数 168 143 70 77 145 31 378
回収数に対
する割合％ 44.4 37.8 18.5 20.4 38.4 8.2 100.0

施 設 の 延 命 化 の た め の 部 分 改 修
回収数
合計
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【設問 27】火葬場の休場日（条例等に定められた公休日） 

１ 休場日（令和 6 年度実績）の日数 

令和 6 年度の休場日は平均 31 日であり、5 日以下が 45％で最も多く、次いで 31～

60 日の 19％である。 

表２－３－３６ 休場日（令和 6年度実績）の日数 

 

表２－３－３７ 休場日（令和 6年度実績）の日数の分布 

 

２ 休場日の内訳 

休場日は年始が 88％と最も多く、次いで友引日の 42％である。 

表２－３－３８ 休場日の内訳 

 

2-1、2 年末・年始の休場日 

年末の休場日は 12 月 31 日が 100％であり、年始は 1 月 1 日が 99％である。 

表２－３－３９ 年末・年始の休場日 

 

2-3～5 友引日・日曜日・祝祭日の休場日 

友引日は全てが 76％、日曜日は一部が 78％、祝祭日は一部が 59％、すべてが

41％である。 

  

項目

区分

データ数 327

平均 30.7

最大 365

最小 0

休場日

項目

区分

回答数 169 29 71 47 7 4 51 378

割合％ 44.7 7.7 18.8 12.4 1.9 1.1 13.5 100.0

合計
5日
以下

6～
30日

31～
60日

61～
100日

101～
200日

201日
以上

回答
なし

項目

区分

回答数 38 26 331 159 18 17 20 48 378
回収数に対
する割合％ 10.1 6.9 87.6 42.1 4.8 4.5 5.3 12.7 －

お盆 その他
回収数
合計

休場日の
規定がない 年末 年始 友引日 日曜日 祝祭日

項目

区分 12月29日 12月30日 12月31日 回収数 1月1日 1月2日 1月3日 回収数

回答数 7 7 26 26 328 130 75 331
回収数に対
する割合％

26.9 26.9 100.0 － 99.1 39.3 22.7 －

年 末 年 始
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表２－３－４０ 友引日・日曜日・祝祭日の休場日 

 

2-6 お盆の休場日 

お盆は 8 月 16 日が 50％と最も多い。 

表２－３－４１ お盆の休場日 

 

【設問 28】火葬場の周辺環境は次のどれでしょうか。（複数回答可） 

周辺環境は、山林が 66％で最も多く、次いで墓地 30％、農地 25％、住宅 23％であ

る。 

表２－３－４２ 火葬場の周辺環境 

 

【設問 29】火葬場から最も近い住宅までの距離は次のどれに該当しますか。 

最も近い住宅までの距離は 500ｍ以上が 31％と最も多く、次いで 100～200ｍ未満

が 17％である。 

表２－３－４３ 火葬場から最も近い住宅までの距離 

 
 

項目

区分

全ての
友引日

友引日
の一部

回収数
全ての
日曜日

日曜日
の一部

回収数
全ての
祝祭日

祝祭日
の一部

回収数

回答数 120 39 159 4 14 18 7 10 17
回収数に対
する割合％ 75.5 24.5 100.0 22.2 77.8 100.0 41.2 58.8 100.0

友 引 日 日 曜 日 祝 祭 日

項目

区分 8月13日 8月14日 8月15日 8月16日 8月17日

回答数 5 2 6 10 6 20
回収数に対
する割合％

25.0 10.0 30.0 50.0 30.0 100.0

回収数
お 盆

項目

区分

回答数 114 250 95 86 40 33 378
回収数に対
する割合％

30.2 66.1 25.1 22.8 10.6 8.7 －

墓地 山林 農地 住宅 工場 その他 合計

項目

区分

50ｍ
未満

50～100
ｍ未満

100～200
ｍ未満

200～300
ｍ未満

300～500
ｍ未満

500ｍ
以上

回答なし

回答数 44 44 63 44 54 118 11 378

割合％ 11.6 11.6 16.7 11.6 14.3 31.2 2.9 100.0

合計

火葬場から最も近い住宅までの距離
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【設問 30】現在の火葬場に対して周辺住民からの苦情は有りますか。 

周辺住民からの苦情は、有りが 9％である。原因は、煤煙・黒煙が 56％と最も多

く、次いで施設が古いが 34％である。 

表２－３－４４ 周辺住民からの苦情 

 

表２－３－４５ 苦情の原因 
 

【設問 31】現在の火葬場に対して、建替え、部分改修の必要性はありますか。 

建替え、部分改修について、必要があるが 58％であり、そのうち部分改修が 68％

である。理由は、施設の老朽化が 90％である。施設の延命化のための部分改修の内容

は、照明の LED 化が 77％、屋根、屋上の防水修繕が 74％で多く、次いでバリアフリ

ー化対策の 31％である。 

表２－３－４６ 建替え、部分改修の必要性の有無 

 

表２－３－４７ 必要がある場合の建替えか部分改修か 

 

  

項目

区分 有り 無し

回答数 32 339 7 378

割合％ 8.5 89.7 1.9 100.0

合計回答なし
周辺住民からの苦情

項目

区分

回答数 6 18 5 4 11 8 7 32
回収数に対
する割合％

18.8 56.3 15.6 12.5 34.4 25.0 21.9 －

回収数
霊柩車
の走行

悪臭
煤煙、
黒煙

騒音、
振動

交通
公害

施設が
古い

その他

項目

区分 必要がある 必要ない 回答なし

回答数 219 150 9 378

割合％ 57.9 39.7 2.4 100.0

建替え、部分改修の必要性
合計

項目

区分 建替え 部分改修

回答数 71 148 219

割合％ 32.4 67.6 100.0

建替えか、部分改修か
合計
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表２－３－４８ 建替えまたは部分改修の理由 

 

表２－３－４９ 施設の延命化のための部分改修の内容 
 

【設問 32】自治体（一部事務組合等を含む）の火葬場として過不足はありますか。 

火葬場が不足しているとの回答は 15％であり、不足の理由は死亡者数の増加、施設

の老朽化が 50％以上であり、その対応は新施設の検討が 32％、稼働日を増やすが

23％である。 

表２－３－５０ 自治体の火葬場として過不足の有無 

 

 

表２－３－５１ 不足している理由 

 

表２－３－５２ 不足の場合の対応 

 

 

項目

区分

施設の
老朽化

能力不足
故障が多く
修理費がかさむ

その他

回答数 197 18 41 21 219
回収数に対
する割合％

90.0 8.2 18.7 9.6 －

回収数
合計

建替えまたは部分改修の理由

項目

区分

照明の
ＬＥＤ化

屋根、屋上
の防水修繕

バリアフ
リー化対策

待合室の
洋式化

トイレの
洋式化

その他

回答数 114 110 46 39 31 38 148
回収数に対
する割合％ 77.0 74.3 31.1 26.4 20.9 25.7 －

回収数
合計

施設の延命化のための部分改修の内容

項目

区分

不足して
いない

不足して
いる

回答なし

回答数 306 56 16 378

割合％ 81.0 14.8 4.2 100.0

自治体の火葬場として過不足の有無
合計

項目

区分

死亡者数
の増加

施設の
老朽化

機能の
劣化

回答数 28 29 20 56
回答数に対
する割合％ 50.0 51.8 35.7 －

不 足 し て い る 理 由
回答数合計

項目

区分
増設の検討

新施設
の検討

稼働日
を増やす

その他

回答数 8 18 13 18 56
回答数に対
する割合％ 14.3 32.1 23.2 32.1 －

不 足 の 場 合 の 対 応
回答数
合計
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第４節 火葬場の利用実績（令和 6 年度） 

【設問 33】年間の火葬場の利用人数、利用目的別人数をお答えください。 

年間の火葬場の利用人数、利用目的別人数は、平均で、管内が約 6,000 人、管外が約

350 人である。ただし、データ数が少なく、あまり集計されていないようである。 

表２－４－１ 年間の火葬場の利用人数、利用目的別人数 

 

  

項目

区分

ご遺体
の火葬

動物
の火葬

その他
利用者
数計

データ数 196 45 93 182

平均 3,712.9 710.6 62.7 5,958.4

最大 94,224 5,650 1,457 137,882

最小 1 12 1 1

項目

区分

ご遺体
の火葬

動物
の火葬

その他
利用者
数計

データ数 136 23 39 125

平均 299.7 29.6 30.0 347.6

最大 6,878 123 553 6,878

最小 1 1 1 1

項目

区分

ご遺体
の火葬

動物
の火葬

その他
利用者
数計

データ数 200 45 93 192

平均 4,908.9 735.6 77.6 7,557.6

最大 129,101 5,650 1,501 137,882

最小 1 4 1 1

管 内

管 外

管 内 管 外 合 計
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表２－４－２ 年間の火葬場の利用人数の分布 
 

【設問 34】ご遺体の火葬件数、稼働日数等をお答え下さい。 

火葬件数は、最大 15,000 件から最小 0 件までばらつきが大きい。管内管外を比較す

ると、管外が平均で 6.4％であり、1～5％が 47％で最も多い。なお、最大は 74％であ

る。 

回転数（1 日 1 炉当りの件数）は、0.6～1 回転が 48％で最も多く、次いで 1.1～1.5

回転が 21％である。なお、最大は 2.8 回件である。 

稼働率は平均 48％であり、時間帯割合は 11～13 時 40％、13～15 時 32％と昼頃を中

心に多い。 

表２－４－３ 火葬件数、稼働日数 
 

  

項目

区分

500人
以下

501～
1,000
人以下

1,001～
3,000
人以下

3,001～
5,000
人以下

5,001～
10,000
人以下

10,001
人以上

回答数 56 18 49 17 13 29 196 378

割合％ 14.8 4.8 13.0 4.5 3.4 7.7 51.9 100.0

項目

区分

100人
以下

101～200
人以下

201～300
人以下

301～400
人以下

401～500
人以下

501
人以上

回答数 72 15 10 4 2 22 253 378

割合％ 19.0 4.0 2.6 1.1 0.5 5.8 66.9 100.0

項目

区分

500人
以下

501～
1,000
人以下

1,001～
3,000
人以下

3,001～
5,000
人以下

5,001～
10,000
人以下

10,001
人以上

回答数 56 16 50 19 15 36 186 378

割合％ 14.8 4.2 13.2 5.0 4.0 9.5 49.2 100.0

合計

管 外 利 用 者 数
回答なし 合計

管 内 管 外 合 計 利 用 者 数

回答なし 合計

管 内 利 用 者 数

回答なし

項目

管内

件数 件数 割合％

データ数 361 357 347 353 378 334 341 334

平均 1,605 1,521 110 6.4 4.2 5.3 265.3 0.9

最大 15,319 13,781 2,055 73.9 42.0 45.1 365 2.8

最小 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

区分

管外

火 葬 件 数

火葬
件数

1日
あたり

稼働日
あたり

稼動
日数

回転数
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表２－４－４ 火葬件数のうち管外の割合 
 

表２－４－５ 回転数（1日 1炉当りの火葬件数） 

 

表２－４－６ 稼働率、時間帯割合 
 

【設問 35】動物炉の火葬件数、稼働日数等をお答え下さい。 

動物炉の稼働日数は平均で 235 日、稼働率は 35.3％、1 日当り最大 3.5 件である。 

表２－４－７ 動物炉の稼働 

 

 

  

項目

区分 0% 1～5％ 6～10％ 11～20％ 21％以上 回答なし

回答数 40 177 67 49 20 25 378

割合％ 10.6 46.8 17.7 13.0 5.3 6.6 100.0

合計
管 外 割 合

項目

データ数 341 229 230 224 249 235 239 180 13

平均 265.3 3,026 6,854 48 28.4 39.5 31.5 8.6 0.5

最大 365 165,215 524,160 100 100.0 100.0 100.0 34 2.0

最小 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

15～17
時％

その他
％区分

時間数
11～13
時％

13～15
時％

稼動
日数 稼働可能

時間数

年間稼働時間
稼働率

％

時 間 帯 割 合

9～11
時％

項目

管内

件数 件数 割合％

データ数 86 82 77 78 70 46 45 43 44

平均 669 653 25 6.2 234.5 788 2,101 35.3 3.5

最大 2,853 2,853 387 72.3 365 7,785 25,840 100.0 15

最小 0 0 0 0.0 0 0 0 0.0 0

1日あた
りの最大
受入件数

稼働率
％

区分

火葬
件数

管外
時間数

動物炉火葬件数
稼動
日数

年間稼働時間

稼働可能
時間数

項目

区分

0.5回転
以下

0.6～1
回転

1.1～1.5
回転

1.6～2
回転

2.1回転
以上

回答なし

回答数 44 182 78 21 9 44 378

割合％ 11.6 48.1 20.6 5.6 2.4 11.6 100.0

回 転 数 （ 1 日 1 炉 火 葬 件 数 ）

合計
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第５節 火葬場の火葬炉設備（人体炉についてのみ） 

【設問 36】保冷庫（ご遺体を火葬する前に冷やして保管する装置）についてお聞きしま

す。 

保冷庫は、有りが 35％、数量は平均 2.6 体分であり、最大 48 体分である。火葬まで

の待機日数は平均 3.3 日、最大 14 日である。 

表２－５－１ 保冷庫の有無 

 

表２－５－２ 火葬までの待機日数と保冷庫の数量 

 

【設問 37】主燃焼炉についてお聞きします。 

１ 火葬 1 体当たりの平均燃焼時間は何分程度ですか。 

火葬 1 体当たりの平均燃焼時間は、平均 65 分であり、51～60 分が 50％で最も多

く、次いで 61～70 分が 15％である。 

表２－５－３ 火葬 1体当たりの平均燃焼時間 

 

表２－５－４ 平均燃焼時間の分布 

 
 

項目

区分 有り 無し 回答なし

回答数 131 239 8 378

割合％ 34.7 63.2 2.1 100.0

保 冷 庫
合計

項目

データ数 339

平均 65.0

最大 150

最小 30

平均燃焼時間
（分）

項目

区分 50分以下 51～60分 61～70分 71～80分 81～90分 91分以上 回答なし

回答数 38 190 57 17 19 18 39 378

割合％ 10.1 50.3 15.1 4.5 5.0 4.8 10.3 100.0

合計
平 均 燃 焼 時 間

項目

区分

データ数 77 127

平均 3.3 2.6

最大 14 48

最小 0.1 1.0

火葬までの
待機日数

保冷庫数
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２ 前室（冷却室）は有りますか。（複数回答可） 

2-1 平均的な冷却時間は何分程度ですか。 

2-2 目安とする冷却温度は何℃程度ですか。 

前室は、有りが 58％であり、基数が 5.5 基である。冷却時間は平均 19.9 分、11～

15 分が 21％、10 分以下が 18％である。冷却温度は夏冬ともに 211℃である。 

表２－５－５ 前室の有無 

 

表２－５－６ 前室の有り無しの基数 

 

表２－５－７ 前室での冷却時間 

 

表２－５－８ 前室での冷却時間の分布 
 

３ 主燃焼炉の型式は何ですか。（複数回答可） 

４ 台車式の場合、炉内台車の上面耐火材は分割式ですか。（複数回答可） 

項目

区分 有り 無し 有り無し両方 回答なし

回答数 220 135 2 21 378

割合％ 58.2 35.7 0.5 5.6 100.0

前 室 （ 冷 却 室 ）
合計

項目

区分 前室有り 前室無し

データ数 217 43

平均 5.5 3.9

最大 30 30

最小 1 1

基数

項目

夏期（℃） 冬期（℃）

データ数 236 144 143

平均 19.9 211.3 211.4

最大 110 500 500

最小 5.0 10 10

平均冷却
時間（分）

冷 却 温 度

項目

区分 10分以下 11～15分 16～20分 21～25分 26～30分 31分以上 回答なし

回答数 67 78 38 9 23 21 142 378

割合％ 17.7 20.6 10.1 2.4 6.1 5.6 37.6 100.0

平 均 冷 却 時 間
合計
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4-1 上面耐火材の種類は何ですか。 

4-2 柩支持台の材質は何ですか。 

５ ロストル式の場合、ロストルの材質は何ですか。 

主燃焼炉の型式は台車式が 93％でほとんどであり、ロストル式は 7％である。 

台車式の炉内台車の上面耐火材は、分割式でないが 44％、分割式が 39％である。

上面耐火材の種類はキャスタブル耐火材が 80％である。柩支持台の材質はステンレス

製が 41％、鉄製が 22％である。 

ロストル式のロストルの材質はステンレス製が 52％である。 

表２－５－９ 主燃焼炉の型式 

 

表２－５－１０ 炉内台車の上面耐火材（台車式の場合） 

 

表２－５－１１ 上面耐火材の種類（台車式の場合） 
 

表２－５－１２ 柩支持台の材質（台車式の場合） 
 

  

項目

台 車 式 ロストル式 そ の 他

データ数 351 27 7

平均 4.9 4.9 1.2

最大 30 12 2

最小 1 1 1

主 燃 焼 炉 の 型 式

項目

区分 分割式 分割式でない 両方ある 回答なし

回答数 149 168 9 25 351

割合％ 39.4 44.4 2.4 6.6 92.9

炉 内 台 車 の 上 面 耐 火 材
合計

項目

区分

キャスタブル
耐火物

一般耐火
レンガ

中性耐火
レンガ

その他 回答なし

回答数 280 44 1 5 21 351

割合％ 79.8 12.5 0.3 1.4 6.0 100.0

合計
上 面 耐 火 材 の 種 類

項目

区分

ステン
レス製

鉄製
耐火

レンガ
カーボラ
ンダム製

その他 回答なし

回答数 144 78 41 4 55 29 351

割合％ 41.0 22.2 11.7 1.1 15.7 8.3 100.0

柩 支 持 台 の 材 質
合計
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表２－５－１３ ロストルの材質（ロストル式の場合） 
 

６ 主燃焼炉の使用燃料は何ですか。 

6-1 主燃焼炉と再燃焼炉の燃料は同じですか。 

主燃焼炉の使用燃料は、灯油が 80％と最も多く、次いで都市ガスの 15％である。

主燃焼炉と再燃焼炉の燃料が違うのは 1 件だけである。 

表２－５－１４ 主燃焼炉の使用燃料 
 

表２－５－１５ 主燃焼炉と再燃焼炉の燃料は同じか違うか 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

※違うという 1 件は、主燃焼炉が灯油、再燃焼炉がプロパンガスである。 

７ 火葬 1 体当りの平均燃料使用量（主燃･再燃の合計）はどの程度ですか。 

火葬 1 体当りの燃料使用量は、灯油が 53.0L、都市ガスが 37.3ｍ3である。 

表２－５－１６ 燃料使用量 

 

項目

区分

ステン
レス製

鉄製 その他 回答なし

回答数 14 7 6 0 27

割合％ 51.9 25.9 22.2 0.0 100.0

ロ ス ト ル の 材 質
合計

項目

区分
灯油 重油 都市ガス

プロパン
ガス

回答なし

回答数 303 2 55 9 9 378

割合％ 80.2 0.5 14.6 2.4 2.4 100.0

合計
主 燃 焼 炉 の 燃 料

項目

区分 同じ 違う 回答なし

回答数 365 1 12 378

割合％ 96.6 0.3 3.2 100.0

主 燃 焼 炉 と 再 燃 焼 炉 の 燃 料
合計

項目

区分
灯油（L） 重油（L）

都市ガス

（ｍ3）

プロパン

ガス（ｍ3）

データ数 190 85 8 55

平均 53.0 59.2 37.3 43.0

最大 250 300 47 86.5

最小 20 27.5 20.0 0.005

燃 料 使 用 量
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８ 主燃焼炉の温度計は設置されていますか。 

主燃焼炉の温度計は、設置しているが 69％である。 

表２－５－１７ 主燃焼炉の温度計の設置 

 

9 火葬中のデレッキ操作（炉裏側の点検口からデレッキ棒を入れる）を行っています

か。 

9-1 行っている場合、デレッキ操作の目的は何ですか。（複数回答可） 

火葬中のデレッキ操作は、行っているが 73％であり、行っていないの 20％を上回

っている。デレッキ操作の目的は、遺体の燃焼促進が 81％、副葬品等の除去が 51％

である。 

表２－５－１８ 火葬中のデレッキ操作 

 

表２－５－１９ デレッキ操作の目的 

 

【設問 38】再燃焼炉についてお聞きします。 

１ 再燃焼炉は有りますか。（複数回答可） 

２ 再燃焼炉の容量、最大排ガス発生時での滞留時間を知っていますか。 

2-1 容量は 

2-2 最大排ガス発生時での滞留時間 

３ 再燃焼炉の温度計は設置されていますか。 

４ 再燃焼バーナは設置されていますか。 

項目

区分 行っている 行っていない 回答なし

回答数 275 76 27 378

割合％ 72.8 20.1 7.1 100.0

火 葬 中 の デ レ ッ キ 操 作
合計

項目

区分 設置している 設置していない 回答なし

回答数 259 87 32 378

割合％ 68.5 23.0 8.5 100.0

主 燃 焼 炉 の 温 度 計 の 設 置
合計

項目

区分

副葬品等
の除去

遺体の
燃焼促進

その他

回答数 140 222 15 275

回収数に対
する割合％ 50.9 80.7 5.5 100.0

デ
レ
ッ

デ レ ッ キ 操 作 の 目 的
回収数
合計
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4-1 再燃焼バーナの点火はいつですか。 

4-2 再燃焼バーナの消火はいつですか。 

再燃焼炉は有りが 96％である。再燃焼炉の容量、滞留時間については、知らないが

58％で、知っているの 20％を大きく上回っている。容量は平均 2,6ｍ3、滞留時間は平

均 1.3 秒である。温度計は 85％が設置であり、バーナは 93％が設置である。バーナ

の点火は、主燃焼炉点火前が 68％、平均 5.2 分である。バーナの消火は、主燃焼炉消

火後が 60％、平均 18 分である。 

表２－５－２０ 再燃焼炉の有無 

 

表２－５－２１ 再燃焼炉の容量、滞留時間 

 

表２－５－２２ 再燃焼炉の容量、滞留時間の数値 

 

表２－５－２３ 再燃焼炉の温度計の設置 

 

項目

区分 設置 設置していない 回答なし

回答数 308 26 27 361

割合％ 85.3 7.2 7.5 100.0

再 燃 焼 温 度 計 の 設置
合計

項目

区分 有り 無し 回答なし

回答数 361 17 0 378

割合％ 95.5 4.5 0.0 100.0

再 燃 焼 炉 の 有 無
合計

項目

区分 容量（ｍ 3） 滞留時間（秒）

データ数 71 99

平均 2.6 1.3

最大 7.33 3

最小 0.6 0.41

再燃焼炉の容量、滞留時間の数値

項目

区分

知ってい
る

容量は
知ってい
るが、滞
留時間は
知らない

滞留時間
は知って
いるが、
容量は知
らない

知らない 回答なし

回答数 74 5 24 218 57 378

割合％ 19.6 1.3 6.3 57.7 15.1 100.0

再 燃 焼 炉 の 容 量 、 滞 留 時間

合計
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表２－５－２４ 再燃焼バーナの設置 

 

 

表２－５－２５ 再燃焼バーナの点火 

 

表２－５－２６ 再燃焼バーナの消火 

 

【設問 39】排ガス処理装置についてお聞きします。 

１ 火葬炉と排ガス処理装置の関係はどれですか。 

２ 大規模災害時（非常時）を前提として、同時に運転できるのは何炉までですか。 

３ 排ガスの排気方式は何ですか。（複数回答可） 

項目

区分 設置 設置していない 回答なし

回答数 335 3 23 361

割合％ 92.8 0.8 6.4 100.0

再 燃 焼 バ ー ナ の 設置
合計

項目

区分

主燃焼炉
点火前

主燃焼炉
点火後

主燃焼炉
点火と同時

回答なし

回答数 256 8 57 57 378

割合％ 67.7 2.1 15.1 15.1 100.0

項目

区分

データ数 239 9

平均 5.2 8.1

最大 30 20

最小 0 1

点火前
時間（分）

点火後
時間（分）

再 燃 焼 バ ー ナ の 点 火
合計

項目

区分

主燃焼炉
点火後

主燃焼炉
消火前

主燃焼炉
消火後

主燃焼炉
消火と同時

回答なし

回答数 228 27 14 47 62 378

割合％ 60.3 7.1 3.7 12.4 16.4 100.0

項目

区分

データ数 222 21 11

平均 18.4 19.9 15.8

最大 60 30 30

最小 1 1 0

再 燃 焼 バ ー ナ の 消 火
合計

点火前
時間（分）

点火後
時間（分）

点火後
時間（分）
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４ 排ガス冷却装置は有りますか。 

4-1 有りの場合、排ガス冷却装置 1 基につき再燃焼炉       基が対応して

いる。 

4-2 排ガス冷却装置の方式は何ですか。（複数回答可） 

５ 集じん装置は有りますか。 

5-1 有りの場合、その型式は何ですか。（複数回答可） 

5-2 集じん装置における排ガス温度は何℃で管理していますか。 

5-3 その温度測定箇所はどこですか。集じん装置の前ですか、後ですか。 

5-5 集じん装置の清掃は誰が行いますか。 

６ 集じん装置の後に高度排ガス処理装置が有りますか。 

6-1 「有り」の場合、その方式は何ですか。（複数回答可） 

火葬炉と排ガス処理装置の関係は、各炉が単独に火葬できるが 50％、単独に火葬で

きないが 33％である。大規模災害時（非常時）に同時運転できる炉数は平均 3.5 基で

ある。排ガスの排気方式は強制排気方式が 79％である。排ガス冷却装置は、有りが

68％、無しが 25％である。排ガス冷却装置の再燃焼炉との対応は、排ガス冷却装置 1

基につき対応できる再燃焼炉は平均 1.9 基である。 

排ガス冷却装置の方式は、空気混合希釈方式が 81％、水冷式熱交換方式が 20％で

ある。集じん装置は、有りが 69％、無しが 26％である。集じん装置の型式は、バグ

フィルタが 47％、バグ以外のフィルタ方式が 24％、電気集じん器が 8％、マルチサイ

クロンが 7％である。集じん装置の温度管理は、平均温度 223℃である。 

集じん装置の後の高度排ガス処理装置は、有りが 26％、無しが 71％であり、方式

は触媒が 94％、活性炭吸着が 4％である。 

表２－５－２７ 火葬炉と排ガス処理装置の関係 
 

表２－５－２８ 大規模災害時（非常時）に同時運転できる炉数 

 

項目

区分

各炉が単独
に火葬でき

る

各炉が単独
に火葬でき

ない
分からない 回答なし

回答数 190 125 26 37 378

割合％ 50.3 33.1 6.9 9.8 100.0

火葬炉と排ガス処理装置の関係

合計

項目

区分

データ数 321

平均 3.5

最大 29

最小 1

大規模災害時（非常時）に
同時に運転できる炉数
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表２－５－２９ 排ガスの排気方式 
 

表２－５－３０ 排ガス冷却装置の有無 

 

表２－５－３１ 排ガス冷却装置の再燃焼炉との対応 

 

表２－５－３２ 排ガス冷却装置の方式 

 

項目

区分

強制排気
方式

自然排気
方式

その他 回答なし

回答数 297 40 7 34 378

割合％ 78.6 10.6 1.9 9.0 100.0

項目

区分

データ数 286 36 7

平均 4.2 2.3 3.3

最大 30 6 8

最小 1 1 1

排 ガ ス の 排 気 方 式
合計

強制排気
方式炉数

自然排気
方式炉数

その他
炉数

項目

区分 有り 無し 回答なし

回答数 255 95 28 378

割合％ 67.5 25.1 7.4 100.0

排ガス冷却装置の有無
合計

項目

区分

データ数 226

平均 1.9

最大 12

最小 1

排ガス冷却装置1基につき
対応できる再燃焼炉数

項目

区分

空気混合
希釈方式

水冷式
熱交換方式

空冷式
熱交換方式

その他

回答数 207 2 51 11 255

割合％ 81.2 0.8 20.0 4.3 －

項目

区分

データ数 199 2 42 4

平均 4.2 1.0 4.7 4.7

最大 30 1 30 6

最小 1 1 1 3

空気混合
希釈炉数

水冷式
熱交換炉数

空冷式
熱交換炉数

その他炉数

排 ガ ス 冷 却 方 式
対象施設数



調査資料① 

69 

表２－５－３３ 集じん装置の有無 
 

表２－５－３４ 集じん装置の型式 

 
表２－５－３５ 集じん装置の温度管理 

 

表２－５－３６ 集じん装置の温度の測定箇所 

 

表２－５－３７ 集じん装置の清掃の頻度 

 
  

項目

区分

データ数 186

平均 222.7

最大 560

最小 20

集じん装置における
排ガス温度の管理

項目

区分 装置の前 装置の後 回答なし

回答数 146 62 54 262

割合％ 55.7 23.7 20.6 100.0

集 じ ん 装 置 の 温 度 測 定 箇 所
合計

項目

区分 専門業者 火葬場管理職員 その他 回答なし

回答数 161 49 39 13 262

割合％ 61.5 18.7 14.9 5.0 100.0

合計
集じん装置の清掃実施者

項目

区分

バグ
フィルタ

電気
集じん器

マルチ
サイクロン

バグ以外の
フィルタ方式

その他

回答数 120 21 17 60 46 262

割合％ 47.1 8.2 6.7 23.5 18.0 －

項目

区分

データ数 119 15 18 58 43

平均 4.2 3.1 4.5 3.3 3.3

最大 30 6 10 16 16

最小 1 1 1 1 1

集 じ ん 装 置 の 型 式
対象施設数

バグフィル
タ基数

電気集じん
器基数

マルチサイ
クロン基数

バグ以外のフィ
ルタ方式基数

その他
基数

項目

区分 有り 無し 回答なし

回答数 262 97 19 378

割合％ 69.3 25.7 5.0 100.0

集 じ ん 装 置 の 有 無
合計
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表２－５－３８ 集じん装置の後の高度排ガス処理装置の有無 

 

表２－５－３９ 高度排ガス処理装置の方式 

 

【設問 40】排気筒（煙突）についてお聞きします。 

排気筒は、平均 3.3 本、GL から 10.8ｍである。 

表２－５－４０ 煙突の数量と高さ 

 

【設問 41】排ガスの測定は行っていますか。（複数回答可） 

排ガス測定は、ダイオキシン類が 32％、ばいじん等が 23％であるが、まったく行

っていないが 34％、施設完成時のみが 19％である。 

表２－５－４１ 排ガスの分析の実施 
 

 

  

項目

区分 有り 無し 回答なし

回答数 68 185 9 262

割合％ 26.0 70.6 3.4 100.0

集じん装置の後の高度排ガス処理装置
合計

項目

区分 触媒 活性炭吸着 湿式洗浄 その他

回答数 64 3 2 2 68

割合％ 94.1 4.4 2.9 2.9 100.0

対象施設数
高度排ガス処理装置の方式

項目

区分 数量（本） GLからの高さ（ｍ）

データ数 348 270

平均 3.3 10.8

最大 30 30

最小 1 1

煙 突

項目

区分
ダイオキシン類 水銀・六価クロム ばいじん等 施設完成時のみ 全く行っていない その他

回答数 119 22 85 71 130 28 378

割合％ 31.5 5.8 22.5 18.8 34.4 7.4 100.0

排 ガ ス の 分 析 の 実 施 回収
施設数
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第６節 残骨灰、集じん灰等の処理 

【設問 42】残骨灰と集じん灰を分別していますか。 

残骨灰と集じん灰の分別は、分別しているが 46％、分別していないが 50％であ

る。 

表２－６－１ 残骨灰と集じん灰の分別 

 

【設問 43】残骨灰、集じん灰の発生量を把握していますか。 

１ 把握している場合、それぞれの発生量をお答え下さい。 

残骨灰、集じん灰の発生量の把握は、把握しているが 43％、把握していないが

53％である。把握している発生量は、残骨灰が 5,980kg/年、集じん灰が 917 kg/年で

ある。 

表２－６－２ 残骨灰と集じん灰の発生量の把握 

 

表２－６－３ 把握している残骨灰と集じん灰の発生量 

 

【設問 44】残骨灰はどのように処理処分していますか。 

１ 「専門業者に委託している」場合、処理処分状況の確認はしていますか。 

２ 専門業者の選考方法は何ですか。 

2-1 委託費用は有償ですか、無償ですか。 

2-2 有償の場合の金額はどのようですか。 

３ 含有する有価物についてはどのようにしていますか。 

項目

区分 分別している 分別していない 回答なし

回答数 172 188 18 378

割合％ 45.5 49.7 4.8 100.0

残 骨 灰 と 集 じ ん 灰 の 分 別
合計

項目

区分 把握している 把握していない 回答なし

回答数 162 202 14 378

割合％ 42.9 53.4 3.7 100.0

残骨灰、集じん灰の発生量の把握
合計

項目

区分 残骨灰 集じん灰

データ数 129 47

平均 5,980.2 917.0

最大 99,821.0 6,853.6

最小 31.5 10.0

把握している発生量（kg/年）
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残骨灰の処理処分方法は、専門業者に委託が 79％である。確認方法は、書面で確認

が 65％で最も多く、次いで工場、処分地まで確認が 22％である。専門業者の選考方

法は、随意契約が 45％、競争入札が 32％である。専門業者の委託費用は有償、無償

いずれも 50％である。有償の金額は、入札の最低価格が 24％、1 円が 19％である。

有価物への対応は、委託費用に含まれると考え未返納が 44％、含まれる相当額が分か

らないので未返納が 19％であり、相当額を返納は 18％である。 

表２－６－４ 残骨灰の処理処分方法 

 

表２－６－５ 専門業者に委託している場合の処理処分状況の確認方法 

 

表２－６－６ 専門業者の選考方法 

 

 

表２－６－７ 専門業者の委託費用 

 

  

項目

区分 専門業者に委託 自ら処理 その他 回答なし

回答数 298 6 62 12 378

割合％ 78.8 1.6 16.4 3.2 100.0

合計
残 骨 灰 の 処 理 処 分

項目

区分

工場、処分
地まで確認

工場は確
認、処分地
は未確認

書面で確認
確認して
いない

その他

回答数 72 9 208 20 12 321

割合％ 22.4 2.8 64.8 6.2 3.7 100.0

専 門 業 者 に 委 託 の 場 合 の 確 認

合計

項目

区分 競争入札 随意契約 その他

回答数 96 136 71 303

割合％ 31.7 44.9 23.4 100.0

合計
専 門 業 者 の 選 考 方 法

項目

区分 有償 無償

回答数 151 152 303

割合％ 49.8 50.2 100.0

専門業者の委託費用
合計



調査資料① 

73 

表２－６－８ 有償の場合の金額 

 

表２－６－９ 有価物への対応 

 

【設問 45】「残骨灰を自ら処理している」場合、処理方法は何ですか。 

残骨灰を自ら処理している場合の処理方法は、そのまま埋立が 83％である。 

表２－６－１０ 残骨灰を自ら処理している場合の処理方法 
 

【設問 46】集じん灰はどのように処理処分していますか。 

１ 「専門業者に委託している」場合、処理処分状況の確認はしていますか。 

２ 委託費用はどのようにしていますか。 

集じん灰の処理処分は、専門業者に委託が 68％である。専門業者に委託している場

合の処理処分状況の確認方法は、書面で確認が 62％、工場まで確認が 16％である

が、確認していないが 14％になっており、残骨灰より意識が低いと思われる。集じん

灰処理の委託費用は、処分料に含むが 72％である。 

  

項目

区分

相当額
を返納

委託費に含
まれると考
え未返納

含まれる相当
額が分からな
いので未返納

その他 回答なし

回答数 27 66 29 25 4 151

割合％ 17.9 43.7 19.2 16.6 2.6 100.0

専 門 業 者 の 委 託 費 用

対象回答数

項目

区分 安定化処理 高温処理 そのまま埋立 その他 回答なし

回答数 0 0 5 1 0 6

割合％ 0.0 0.0 83.3 16.7 0.0 100.0

残 骨 灰 を 自 ら 処 理 の 場 合 の 処 理 方 法
合計

項目

区分

入札の最低
価格を設定

１円 その他 回答なし

回答数 36 29 81 5 151

割合％ 23.8 19.2 53.6 3.3 100.0

有 償 の 場 合 の 金 額
対象回答数
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表２－６－１１ 集じん灰の処理処分 

 

表２－６－１２ 専門業者に委託している場合の処理処分状況の確認 
 

表２－６－１３ 集じん灰処理の委託費用 

 

【設問 47】「集じん灰を自ら処理している」場合、処理方法は何ですか。 

集じん灰を自ら処理している場合の処理方法は、そのまま埋立が 50％である。 

表２－６－１４ 集じん灰を自ら処理している場合の処理方法 
 

【設問 48】残骨灰、集じん灰の分析は行っていますか。（複数回答可） 

残骨灰、集じん灰の分析は、委託業者の分析が 23％であるが、全く行っていないが

55％である。 

表２－６－１５ 残骨灰、集じん灰の分析 
 

項目

区分
専門業者に委託 自ら処理処分 その他 回答なし

回答数 255 6 64 53 378

割合％ 67.5 1.6 16.9 14.0 100.0

集 じ ん 灰 の 処 理 処 分
合計

項目

区分

工場まで
確認

書面で
確認

確認して
いない

その他 回答なし

回答数 41 158 36 13 7 255

割合％ 16.1 62.0 14.1 5.1 2.7 100.0

専 門 業 者 に 委 託 の 場 合 の 確 認
合計

項目

区分 安定化処理 高温処理 そのまま埋立 その他 回答なし

回答数 0 0 3 3 0 6

割合％ 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 100.0

合計
集 じ ん 灰 を 自 ら 処 理 の 場 合 の 処 理 方 法

項目

区分

処分料
に含む

処分料と
別に支払う

その他 回答なし

回答数 183 12 57 3 255

割合％ 71.8 4.7 22.4 1.2 100.0

集 じ ん 灰 処 理 の 委 託 費 用
合計

項目

区分
ダイオキシン類 六価クロム 委託業者が分析 全く行っていない その他 回答なし

回答数 28 20 88 209 18 15 378

割合％ 7.4 5.3 23.3 55.3 4.8 4.0 100.0

回収
施設数

残 骨 灰 、 集 じ ん 灰 の 分 析 の 実 施
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第７節 風習、慣習等について 

【設問 49】葬儀の流れの中で、告別式と火葬の順序はどのようですか。 

告別式と火葬の順序は、告別式が先が 63％、火葬が先が 11％、どちらもあるが

23％である。 

 

表２－７－１ 告別式と火葬の順序 

 

【設問 50】火葬後に収骨する際に、遺骨を乗せておく容器は何ですか。 

火葬後に収骨する際に、遺骨を乗せておく容器は、台車・骨受け皿が 77％、収骨専

用トレイが 16％、どちらもあるが 1％である。 

 

表２－７－２ 収骨する際の遺骨を乗せておく容器 

 

【設問 51】火葬後の収骨方法に大きく 2 通りの方法がありますが、どちらですか。 

火葬後の収骨方法は、全部収骨が 54％、部分収骨が 27％、どちらもあるが 14％で

ある。 

 

表２－７－３ 火葬後の収骨方法 

 
 

  

項目

区分 告別式が先 火葬が先 どちらもある その他 回答なし

回答数 237 42 86 3 10 378

割合％ 62.7 11.1 22.8 0.8 2.6 100.0

告 別 式 と 火 葬 の 順 序
合計

項目

区分
台車・骨受け皿 収骨専用トレイ どちらもある その他 回答なし

回答数 292 62 5 2 17 378

割合％ 77.2 16.4 1.3 0.5 4.5 100.0

火 葬 後 の 遺 骨 を 乗 せ て お く 容 器
合計

項目

区分 全部収骨 部分収骨 どちらもある その他 回答なし

回答数 204 102 51 6 15 378

割合％ 54.0 27.0 13.5 1.6 4.0 100.0

火 葬 後 の 収 骨 方 法
合計
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第８節 火葬場の整備費 

【設問 52】整備工事の内容はどれに該当しますか。 

１ 整備工事の概算工事費をお聞かせ下さい。 

２ 財源についてお聞かせ下さい。 

整備工事の内容は、他の敷地に新設と同じ敷地内に新設がどちらも 26％であり、改

築が 14％、火葬炉の入替が 13％である。概算工事費は平均 14 億 6 千万円である。こ

の財源は、平均で、起債が 12 億円、一般財源が 4 億 2 千万円、補助金が 2 億円であ

る。 

表２－８－１ 整備工事の内容 

 

表２－８－２ 整備工事の概算工事費 
 

表２－８－３ 整備工事費の財源 
 

 

  

区分

項目
用地費 建物工事費

火葬炉関連
工事費

回答数 72 18 51 51

平均（千円） 1,463,732 735,227 1,156,407 417,776

最高（千円） 17,204,988 6,115,763 8,037,240 4,686,120

最低（千円） 3,039 8,180 3,039 7,766

総工事費
内 訳

区分

項目

回答数 43 55 5 12

平均（千円） 1,205,008 424,640 204,747 339,570

最高（千円） 10,813,048 6,391,940 544,134 1,328,458

最低（千円） 2,446 36 3,000 30,500

その他起債 一般財源 補助金

区分

項目

回答数 24 24 4 13 12 15 92

割合％ 26.1 26.1 4.3 14.1 13.0 16.3 100.0

他の敷地
に新設

同じ敷地
内に新設

増築 改築
火葬炉
の入替

その他 合計
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第９節 火葬場の収入、支出（令和 6 年度実績でご記入下さい。） 

【設問 53】年間の火葬手数料、施設使用料等の収入額はいくらですか。 

いずれも平均で、火葬手数料は 10 億 2 千万円、施設利用料は 20 億 3 千万円であ

る。 

【設問 54】年間の支出額合計はいくらですか。 

【設問 55】設問 54 の支出額の内訳をお聞かせ下さい。 

いずれも平均で、支出額合計は 9 億 9 千万円、内訳は、人件費・委託費が 3 億 3 千

万円、燃料費が 5,600 万円、修理費が 4,500 万円、保守点検費が 1,200 万円、管理費

が 5 億 6 千万円、公債費が 2,500 万円、その他が 6,000 万円である。 

【設問 56】設問 54 の支出額に対する一般会計からの費用負担額はいくらですか。 

いずれも平均で、負担額は 20 億円、支出額に対する一般会計からの費用負担額の

割合は 87％である。 

表２－９－１ 年間の火葬手数料、施設使用料等の収入額（令和 6年度実績） 

 

  

区分

項目 管内 管外 小計

回答数 261 268 290

平均（千円） 747,809 374,544 1,019,158

最高（千円） 22,997,450 43,800,000 58,985,000

最低（千円） 3 5 5

区分

項目 管内 管外 小計

回答数 134 89 137

平均（千円） 1,905,976 262,605 2,034,837

最高（千円） 141,987,050 14,593,400 144,285,770

最低（千円） 1 3 1

区分

項目 管内 管外 小計

回答数 291 286 309

平均（千円） 1,548,381 432,691 1,858,668

最高（千円） 164,984,500 58,393,400 169,126,220

最低（千円） 3 5 5

火葬手数料

施設利用料

合計
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表２－９－２ 年間の支出額合計及び内訳（令和 6年度実績） 
 

表２－９－３ 支出額に対する一般会計からの費用負担額 

 

 

  

区分

項目

人件費
・委託料

燃料費 修理費

回答数 315 312 274 272

平均（千円） 986,006 331,815 56,084 45,391

最高（千円） 134,339,872 54,971,840 6,328,555 3,746,059

最低（千円） 295 17 22 5

区分

項目 保守点検費 管理費 公債費 その他支出額

回答数 230 260 28 123

平均（千円） 11,970 562,160 25,386 60,146

最高（千円） 1,188,000 106,691,526 126,699 2,358,592

最低（千円） 24 16 4 11

支 出 額 の 内 訳

支 出 額 の 内 訳

支出額合計
【Ａ】

区分

項目

負担額
【Ｂ】

Ｂ／Ａ
％

回答数 300 285

平均（千円） 2,000,019 87.1

最高（千円） 332,559,093 100.0

最低（千円） 295 0.1

一般会計負担額
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第 10 節 火葬手数料、施設利用料 

【設問 57】管内利用者の火葬手数料は有料ですか、無料ですか。 

【設問 58】管外利用者の火葬手数料は有料ですか、無料ですか。 

管外の火葬手数料は、有料が 82.5％、無料が 17.5％であり、平均で大人 14,291

円、小人 8,903 円である。なお、大人小人の区分は 12.2 歳である。 

管外の火葬手数料は、有料が 98.4％、記載なしが 1.6％である。記載なしは管外か

らの火葬がないということである。火葬手数料は、平均で大人 46,427 円、小人

29,898 円である。なお、大人小人の区分は管内と同様に 12.2 歳である。 

表２－１０－１ 管内利用者の火葬手数料の有料、無料 

 

表２－１０－２ 管内利用者の火葬手数料 

 
表２－１０－３ 管外利用者の火葬手数料の有料、無料 

 

表２－１０－４ 管外利用者の火葬手数料 

 

 

区分

項目
大人

大人小人
区分(歳)

小人 死産児 汚物
身体の
一部

動物

回答数 309 293 304 297 192 290 78

平 均 14,291 12.2 8,903 4,880 3,392 4,247 7,872

最 高 90,000 16 51,000 30,000 20,000 20,000 53,000

最 低 2,000 5 400 800 100 100 700

管 内 利 用 料 金

区分

項目
大人

大人小人
区分(歳)

小人 死産児 汚物
身体の
一部

動物

回答数 373 351 370 361 215 323 64

平 均 46,427 12.2 29,898 17,669 11,688 14,420 21,346

最 高 120,000 16 78,000 76,000 60,000 80,000 100,000

最 低 5,000 5 3,000 1,800 130 200 2,510

管 外 利 用 料 金

項目

区分 有料 無料 記載なし

回答数 312 66 0 378

割合％ 82.5 17.5 0.0 100.0

管 内 利 用 料 金
合計

項目

区分 有料 無料 記載なし

回答数 372 0 6 378

割合％ 98.4 0.0 1.6 100.0

管 外 利 用 料 金
合計
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【設問 59】施設利用料 

１ 待合室 

待合室の利用料は、有料が 27.2％、無料が 69.0％であり、料金は平均で、管内が

7,713 円、管外が 13,487 円である。 

表２－１０－５ 待合室の有料、無料 

 

 

表２－１０－６ 待合室の料金 

 

２ 霊安室、保冷庫、保管料等 

霊安室、保冷庫の利用料は、有料が 36.0％、無料が 19.8％であり、料金は平均で、

管内が 3,860 円、管外が 9,411 円である。 

表２－１０－７ 霊安室の有料、無料 

 

表２－１０－８ 霊安室の料金 

 

 

項目

区分 有料 無料 記載なし

回答数 103 261 14 378

割合％ 27.2 69.0 3.7 100.0

待 合 室 料 金
合計

区分

項目 管内 管外

回答数 98 97

平 均 7,713 13,487

最 高 74,360 148,720

最 低 500 800

待 合 室

項目

区分 有料 無料 記載なし

回答数 136 75 167 378

割合％ 36.0 19.8 44.2 100.0

霊 安 室 料 金
合計

区分

項目 管内 管外

回答数 128 121

平 均 3,860 9,411

最 高 20,000 62,120

最 低 0 100

霊 安 室
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３ 葬儀式場 

葬儀式場の利用料は、有料が 96.0％、無料が 0％であり、料金は平均で、管内が

50,442 円、管外が 93,513 円である。 

表２－１０－９ 葬儀式場の有料、無料 

 

表２－１０－１０ 葬儀式場の料金 

 

【設問 60】火葬使用料の在り方についての考え方をお聞かせください。 

「これまでの経緯もあるので、相当の経費を一般会計で負担するのが妥当」が

40％、「必要な経費に見合った料金を利用者に支払っていただく」が 38％である。 

【設問 61】管外利用者の料金についての考え方をお聞かせください。 

「管外の方の使用をできるだけ避けてもらうという意味で、相当程度高くしてもよ

い」が 59％、「妥当な料金の設定の考え方を決めるべき」が 11％である。 

【設問 62】火葬使用料について原価計算を行っていますか。 

「原価計算を行っている」が 24％であり、「原価計算を行っていない」の 43％を下

回っている。 

【設問 63】原価計算を行った場合、火葬使用料はどの程度となりますか。 

原価計算を行った場合の金額は、30,000 円以上 50,000 円未満が 31％、次いで

50,000 円以上 70,000 円未満が 18％である。 

【設問 64】火葬使用料見直しの考えはありますか。 

火葬使用料見直しの考えについては、「火葬使用料の見直しを考えていない」が

52％、「火葬使用料の見直しを考えている」の 28％を上回っている。 

【設問 65】火葬使用料見直しの時期はいつ頃と考えていますか。 

火葬使用料見直しの時期については、「現在検討中数年後に」が 10％であるが、「分

からない」、「回答なし」を合わせると 74％に達する。 

  

区分

項目 管内 管外

回答数 96 83

平 均 50,442 93,513

最 高 286,000 502,730

最 低 1,000 2,000

葬 儀 式 場

項目

区分 有料 無料 記載なし

回答数 97 0 4 101

割合％ 96.0 0.0 4.0 100.0

葬 儀 式 場 料 金
合計
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表２－１０－１１ 火葬使用料の在り方 

 
表２－１０－１２ 管外利用者の料金についての考え方 

 
 

表２－１０－１３ 火葬使用料について原価計算 
 

表２－１０－１４ 原価計算を行った場合の火葬使用料 

 
表２－１０－１５ 火葬使用料見直しの考え 

 
 

区分

項目

回答数 92 163 98 25 378

割合％ 24.3 43.1 25.9 6.6 100.0

原価計算を
行っている

原価計算を
行っていない

分からない 回答なし 合計

区分

項目

回答数 104 197 53 24 378

割合％ 27.5 52.1 14.0 6.3 100.0

回答なし 合計
火葬料金の見
直しを考えて

いる

火葬料金の見
直しを考えて

いない
分からない

区分

項目

回答数 12 14 26 15 8 8 83

割合％ 14.5 16.9 31.3 18.1 9.6 9.6 100.0

合計
10,000
円未満

10,000円
以上～30,000

円未満

30,000円
以上～50,000

円未満

50,000円
以上～70,000

円未満

70,000円
以上～90,000

円未満

90,000
円以上

区分

項目

回答数 144 25 152 29 28 378

割合％ 38.1 6.6 40.2 7.7 7.4 100.0

合計

必要な経費
に見合った
料金を利用
者に支払っ
ていただく
のがよい。

低所得者の
ことを考慮
し、設備費
などは一般
会計で負担
した方がよ

い。

これまでの経
緯もあるの
で、相当の経
費を一般会計
で負担するの
が妥当であ

る。

その他 回答なし

区分

項目

回答数 224 40 73 41 378

割合％ 59.3 10.6 19.3 10.8 100.0

火葬場は、住民
の税金で作られ
た施設であるの
で、管外の方の
使用をできるだ
け避けてもらう
という意味で、
相当程度高くし
てもよい。

管外の方の料金
については、管
内の方の料金よ
りあまり高くす
るのはよくな
い。妥当な料金
の設定の考え方
を決めるべきで

ある。

その他 回答なし 合計
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表２－１０－１６ 火葬使用料見直しの時期 
 

 

第 11 節 大規模災害時の火葬炉の運転 

【設問 66】災害時対応指針（事業継続計画等）は策定していますか。 

災害時対応指針（事業継続計画等）の策定については、策定しているが 32％、策定

していないが 57％である。 

表２－１１－１ 災害時対応指針（事業継続計画等）の策定 

 

【設問 67】職員の災害時に備えた定期的な訓練を実施していますか。 

職員の災害時に備えた定期的な訓練の実施については、実施しているが 33％、実施

していないが 60％である。 

 

表２－１１－２ 災害時に備えた定期的な訓練の実施 

 

 

  

区分

項目

回答数 21 6 39 61 34 217 378

割合％ 5.6 1.6 10.3 16.1 9.0 57.4 100.0

合計
火葬場(火
葬炉)新築
(更新)の後

できるだけ
早急に

現在検討中
数年後に

分からない その他 回答なし

項目

区分

策定
している

策定し
ていない

その他 回答なし

回答数 120 217 14 27 378

割合％ 31.7 57.4 3.7 7.1 100.0

災害時対応指針（事業継続計画等）の策定
合計

項目

区分

実施
している

策定し
ていない

その他 回答なし

回答数 124 219 14 21 378

割合％ 32.8 57.9 3.7 5.6 100.0

災 害 時 に 備 え た 定 期 的 な 訓 練 の 実 施
合計
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第 12 節 火葬場の運営管理、職員数、休日等 

【設問 68】火葬場の運営管理形態は次のどれに該当しますか。 

火葬場の運営管理形態は、一部委託が 31％で最も多く、次いで指定管理者の

29％、全面委託 18％、直営 17％である。 

 

表２－１２－１ 火葬場の運営管理形態 

 

【設問 69】火葬場の職員数、種別（直営、委託、嘱託） 

火葬場の職員数は、合計で総数 7.6 人、直営 4.0 人、委託 7.0 人、嘱託 3.2 人であ

る。火葬業務では総数 4.3 人、直営 3.5 人、委託 4.3 人、嘱託 2.3 人である。管理業務

では総数 3.4 人、直営 2.7 人、委託 3.3 人、嘱託 2.7 人である。サービス業務では総数

5.2 人、直営 2.8 人、委託 5.4 人、嘱託 2.7 人である。 

表２－１２－２ 火葬場の職員数 
 

【設問 70】現在の職員体制で、火葬作業（炉裏での火葬炉操作）ができる職員数は何人で

すか。 

１ 上記の火葬作業ができる職員のうち、火葬技術を統括的に管理できる人はいます

か。 

項目

区分
直営

全面
委託

一部
委託

指定
管理者

ＰＦＩ その他
回答
なし

回答数 65 66 117 109 7 3 11 378

割合％ 17.2 17.5 31.0 28.8 1.9 0.8 2.9 100.0

合計
火 葬 場 の 運 営 形 態

項目

区分 総数 直営 委託 嘱託 総数 直営 委託 嘱託

データ数 342 112 263 30 328 61 259 14

平均 7.6 4.0 7.0 3.2 4.3 3.5 4.3 2.3

最大 94 28 94 10 50 18 50 5

最小 1 1 1 1 1 1 1 1

項目

区分 総数 直営 委託 嘱託 総数 直営 委託 嘱託

データ数 299 105 189 26 75 6 63 5 30

平均 3.4 2.7 3.3 2.7 5.2 2.8 5.4 2.4 3.2

最大 27 9 34 10 51 8 51 6 10

最小 1 1 1 1 1 1 1 1 1

その他

合 計 火 葬 業 務

管 理 業 務 サ ー ビ ス （ 湯 茶 等 ）
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火葬作業ができる職員数は、平均 4.0 人である。火葬作業ができる職員数の分布を

みると、4～5 人が 21％、2 人が 18％、3 人が 17％である。 

火葬技術を統括的に管理できる人については、いるが 66％、いないが 17％であ

る。火葬技術を統括的に管理できる人の人数は、平均で 1.8 人である。 

表２－１２－３ 火葬作業ができる職員数 

 

 

表２－１２－４ 火葬作業ができる職員数 
 

表２－１２－５ 火葬技術を統括的に管理できる人の有無 

 

表２－１２－６ 火葬技術を統括的に管理できる人がいる場合の人数 

 

【設問 71】職員の休日（火葬場の休場日とは別に、職員の休日についてお聞きします。） 

１ 令和 6 年度の年間休日数（最大取得可能数） 

項目

区分
1人 2人 3人 4～5人 6～7人 8人以上

回答
なし

回答数 38 69 65 79 44 23 60 378

割合％ 10.1 18.3 17.2 20.9 11.6 6.1 15.9 100.0

火 葬 作 業 が で き る 職 員 数
合計

項目

区分

データ数

平均

最大

最小

318

4.0

27

1

火葬作業が
できる職員数

項目

区分
いる いない その他 回答なし

回答数 249 65 6 58 378

割合％ 65.9 17.2 1.6 15.3 100.0

合計
火 葬 技 術 の 統 括 的 に 管 理 で き る 人

項目

区分

データ数 243

平均 1.8

最大 7

最小 1

いる場合
の人数
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２ 国民の休日（国民の祝日に関する法律（祝日法）第 3 条第 3 項で定められた休日の

通称）以外の特別な休日を設定していますか。 

３ 「4 週 8 休制度」は導入されていますか。 

４ 休日は次のどれに該当しますか。（複数回答可） 

年間休日数は、平均で 92.5 日である。特別な休日の設定については、設定している

が 13％、設定していないが 64％である。4 週 8 休制度の導入については、導入して

いるが 43％、導入していないが 31％である。休日の種類は、年末年始が 33％、休場

日が 28％。友引日が 27％、火葬のない日が 20％である。 

表２－１２－７ 令和 6年度の年間休日数（最大取得可能数） 

 

表２－１２－８ 特別な休日の設定の有無 

 

表２－１２－９ 4週 8休制度の導入 
 

表２－１２－１０ 休日の種類 

 

項目

区分

データ数 209

平均 92.5

最大 356

最小 0

職員の年間休日数
（令和6年度）

項目

区分

設定
している

設定し
ていない

回答なし

回答数 48 240 90 378

割合％ 12.7 63.5 23.8 100.0

特 別 な 休 暇 の 設 定
合計

項目

区分

導入
している

導入し
ていない

その他 回答なし

回答数 161 117 22 78 378

割合％ 42.6 31.0 5.8 20.6 100.0

4 週 8 休 制 度 の 導 入
合計

項目

区分
休場日

火葬の
ない日

日曜・
祝祭日

年末・
年始

お盆 友引日 その他

回答数 106 75 44 126 12 97 138 378

回答数に対

する割合％
28.0 19.8 11.6 33.3 3.2 25.7 36.5 －

回答数
合計

職 員 の 休 日

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E6%B0%91%E3%81%AE%E7%A5%9D%E6%97%A5%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%B3%95%E5%BE%8B
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【設問 72】職員の部内、部外での教育訓練はどのように取り組んでいますか。（複数回答

可） 

職員の部内、部外での教育訓練については、事務職員への研修が 25％、民間団体で

の講習会参加が 22％、管理職への技術研修が 16％である。 

表２－１２－１１ 職員の部内、部外での教育訓練 

 

【設問 73】火葬場の管理監督体制として火葬場管理者以外に管理責任者を選任しています

か。 

火葬場管理者以外に管理責任者の選任については、選任しているが 34％、選任して

いないが 55％である。 

表２－１２－１２ 火葬場管理者以外に管理責任者の選任 

 

【設問 75】管理監督体制の一環として部内ミーティングを実施していますか。 

部内ミーティングの実施については、実施しているが 38％、実施していないが

43％である。 

表２－１２－１３ 部内ミーティングの実施 
 

【設問 76】火葬場利用者の方々に火葬場のイメージ向上を目指した活動、取組事例等があ

りますか。（複数回答可） 

火葬場のイメージ向上を目指した活動、取組事例等は、アンケート、意見箱等の設

置が 35％、ホームページでの情報開示が 29％、葬祭業者とのミーティング、情報交

換が 17％であるが、実施していないが 40％もある。 

項目

区分

管理職への
技術研修

事務職員
への研修

民間団体での
講習会参加

その他

回答数 61 96 83 44 378

回答数に対

する割合％
16.1 25.4 22.0 11.6 －

回答数
合計

職 員 の 部 内 、 部 外 で の 教 育 訓練

項目

区分

選任
している

選任し
ていない

その他 回答なし

回答数 127 207 5 39 378

割合％ 33.6 54.8 1.3 10.3 100.0

火葬場管理者以外に管理責任者の選任
合計

項目

区分

実施
している

実施し
ていない

その他 回答なし

回答数 145 164 14 55 378

割合％ 38.4 43.4 3.7 14.6 100.0

合計
部 内 ミ ー テ ィ ン グ の 実 施
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表２－１２－１４ 火葬場のイメージ向上を目指した活動、取組事例等 
 

【設問 77】火葬従事者の職場環境の改善、地位の向上を図ることを目的として取り組む活

動や実践事例等がありますか。（複数回答可） 

職場環境の改善、地位の向上のための活動や実践事例等は、職場環境向上に向けて

の調査、指導等が 21％であるが、実施していないが 64％もある。 

表２－１２－１５ 職場環境の改善、地位の向上のための活動や実践事例等 

 

【設問 78】最近、火葬場が大型化し、運営も高度化する傾向があります。住民の理解を得

るうえで、適切な運営管理が必要となっており、火葬技術の専門家に管理を委ねるとこ

ろも広がっていると思われます。これについて、お考えをお聞かせください。 

火葬技術の専門家に管理を委ねることへの考えについては、専門技術者を配置すべ

きが 28％、専門技術者を採用しているが 15％であるが、特に考えていないが 22％で

ある。 

表２－１２－１６ 火葬技術の専門家に管理を委ねることへの考え 
 

第 13 節 公害対策・労働安全関連 

【設問 79】排気筒が低い場合、排ガスの拡散効果が期待できないと言われていることに対

してどう思いますか。 

項目

区分

アンケー
ト、意見
箱等の設

置

広報誌等
を利用し
て各種啓
蒙活動

葬祭業者
とのミー
ティン

グ、情報

地域自治
会との意
見交換会
の開催

ホーム
ページで
の情報開

示

実施して
いない

その他

回答数 133 16 63 22 109 151 16 378

回答数に対

する割合％
35.2 4.2 16.7 5.8 28.8 39.9 4.2 －

利用者のイメージ向上を目指した活動、取組事例等

回答数
合計

項目

区分

賃金等の
実態調査

職場環境向上
に向けての調
査、指導等

実施して
いない

その他

回答数 16 79 242 16 378

回答数に対

する割合％
4.2 20.9 64.0 4.2 －

回答数
合計

職場環境改善、地位向上等を目指した活動等

項目

区分

専門技術者を
配置すべき

専門技術者を
採用している

特に考え
ていない

その他 回答なし

回答数 104 58 84 81 51 378

割合％ 27.5 15.3 22.2 21.4 13.5 100.0

合計
火葬技術の専門家に管理を委ねることへの考え
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排ガスの拡散効果が期待できないとの考えについては、排ガス処理装置があるので

問題ないが 36％、基準が無いので問題としていないが 16％であるが、分からないが

22％もある。 

表２－１３－１ 排気筒が低いので排ガスの拡散効果が期待できないとの考えについて 
 

【設問 80】残骨灰の処理基準が無いが、どのように対応していますか。 

残骨灰の処理基準が無いことへの対応については、基準が無いので問題としていな

いが 21％、有害物質が含まれているので溶融処理など適正に処理すべきが 20％であ

るが、特に気にしていないも 20％ある。 

表２－１３－２ 残骨灰の処理基準が無いことへの対応 
 

【設問 81】火葬従事者の作業場所の環境測定はしていますか。 

１ 「したことがある」とお答えの方、環境測定の項目は何ですか。（複数回答可） 

作業場所の環境測定については、したことがあるが 14％であるが、したことがない

が 76％もある。環境測定の項目は、粉じんが 63％、騒音が 43％、臭気が 31％であ

る。 

表２－１３－３ 火葬従事者の作業場所の環境測定 

 

  

項目

区分

排ガス処理装
置があるので

問題ない

排ガス量が少
ないので問題

ない

基準値が低い
ので問題ない

基準が無いの
で問題として

いない

排気筒は大気
汚染防止法と
同様に高くす
るよう指導す

べき

分から
ない

その他
回答
なし

回答数 136 15 10 62 16 83 26 30 378

割合％ 36.0 4.0 2.6 16.4 4.2 22.0 6.9 7.9 100.0

排気筒が低いので排ガスの拡散効果が期待できないことについて

合計

項目

区分

特に気にして
いない

六価クロムな
どの有害物質
は濃度が低い
ので問題ない

基準が無いの
で問題として

いない

有害物質が含
まれているの
で溶融処理な
ど適正に処理

すべき

分から
ない

その他
回答
なし

回答数 77 19 78 74 62 40 28 378

割合％ 20.4 5.0 20.6 19.6 16.4 10.6 7.4 100.0

残骨灰の処理基準が無いことへの対応

合計

項目

区分

したこと
がある

したこと
がない

その他 回答なし

回答数 51 288 11 28 378

割合％ 13.5 76.2 2.9 7.4 100.0

合計
火葬従事者の作業場所の環境測定
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表２－１３－４ 環境測定の項目 
 

第 14 節 指定管理者制度について 

【設問 82】あなたの火葬場では指定管理者制度を導入していますか。 

１ 導入してよかったと思われる点は何ですか。（複数回答可） 

２ 導入した後、何か問題となった点はありますか。（複数回答可） 

３ 「導入していない」とお答えの方、今後導入を考えていますか。 

４ 「導入を考えている」とお答えの方、導入により期待することは何ですか。（複数

回答可） 

５ 「導入を考えていない」とお答えの方、その理由は何ですか。（複数回答可） 

指定管理者制度については、導入しているが 31％であるが、導入していないが

63％である。導入してよかったことは、市民サービスが向上が 71％、経費節減が

51％、トラブルが減った、対応が迅速が 38 である。導入して問題となったことは、

行政との意思疎通がうまくいっていないが 4％であるが、特になしが 85％である。導

入していない場合の今後導入の考えについては、導入を考えているが 11％、導入を考

えていないが 86％である。導入を考えている場合に期待することは、経費節減を図り

たいが 76％、市民サービスを向上させたいが 68％、トラブルを減らしたいが 32％で

ある。導入を考えていない理由については、市民サービスの状況を的確に把握できな

いが 25％、運営上のトラブルを把握しにくいが 21％、職員の専門性、火葬への理解

度を向上することが困難が 16％である。 

表２－１４－１ 指定管理者制度の導入 

 

  

項目

区分 粉じん 臭気 騒音 アスベスト 分からない その他

回答数 32 16 22 11 4 11 51

回答数に対

する割合％
62.7 31.4 43.1 21.6 7.8 21.6 －

環 境 測 定 の 項 目 回答数
合計

項目

区分

導入し
ている

条例では規定
導入していな

い

導入して
いない

導入を計画
している

その他 回答なし

回答数 118 3 238 2 6 11 378

割合％ 31.2 0.8 63.0 0.5 1.6 2.9 100.0

合計

指 定 管 理 者 制 度 の 導 入
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表２－１４－２ 導入してよかったと思われる点 
 

 

表２－１４－３ 導入して問題となった点 
 

表２－１４－４ 導入していない場合の今後導入の考え 

 

表２－１４－５ 導入を考えている場合の期待すること 

 

表２－１４－６ 導入を考えていない理由 

 

項目

区分

市民サービ
スが向上

トラブルが
減った、対
応が迅速

経費節減 特になし その他

回答数 84 45 60 9 9 118

回答数に対
する割合％ 71.2 38.1 50.8 7.6 7.6 －

回答数
合計

導入してよかったと思われる点

項目

区分

市民サービ
スが低下

専門性、質
が確保され
ていない

行政との意思
疎通がうまく
いっていない

施設の改善
が不十分

特になし その他

回答数 2 2 5 1 100 8 118

回答数に対
する割合％ 1.7 1.7 4.2 0.8 84.7 6.8 －

導 入 し て 問 題 と な っ た 点
回答数
合計

項目

区分

導入を考え
ている

導入を考え
ていない

回答なし

回答数 25 205 8 238

回答数に対

する割合％
10.5 86.1 3.4 100.0

導入していない場合の今後導入の考え
回答数
合計

項目

区分

市民サービ
スを向上さ

せたい

トラブルを
減らしたい

経費節減を
図りたい

その他

回答数 17 8 19 9 25

回答数に対
する割合％ 68.0 32.0 76.0 36.0 100.0

導入を考えている場合の期待すること
回答数
合計

項目

区分

市民サービ
スの状況を
的確に把握
できない

職員の専門性、
火葬への理解度

を向上すること

が困難

運営上のト
ラブルを把
握しにくい

その他

回答数 52 33 43 113 205

回答数に対

する割合％
25.4 16.1 21.0 55.1 100.0

回答数
合計

導 入 を 考 え て い な い 理 由



調査資料① 

92 

第 15 節 最近の諸問題への対応について 

【設問 83】ペースメーカ装着遺体については、どのように対応していますか。（複数回答

可） 

ペースメーカ装着遺体への対応については、葬祭業者に届け出のお願いが 63％、遺

族に届け出のお願いが 37％、一定時間経過するまで点検口を開けないが 25％、事前

に取り外しのお願いが 23％である。 

表２－１５－１ ペースメーカ装着遺体への対応 

 

【設問 84】感染症についてお聞きします。感染症への対応はどのようにしていますか。

（複数回答可） 

感染症への対応については、葬儀業者と連携が 60％、職員への教育が 37％、保健

所と連携が 25％である。 

表２－１５－２ 感染症への対応 

 

【設問 85】感染症への対応として資材の備蓄は行っていますか。（複数回答可） 

感染症への対応として備蓄している資材は、マスクが 77％、消毒薬が 71％、手袋

が 70％、防護服が 50％である。 

表２－１５－３ 感染症への対応として資材の備蓄 

 

 

項目

区分

事前に取
り外しの
お願い

葬祭業者
に届け出
のお願い

遺族に届
け出のお

願い

一定時間経
過するまで
点検口を開

けない

一定時間経過

するまでデ

レッキ操作を

しない

ペース
メーカ学
会に要請

その他

回答数 86 239 140 94 46 1 31 378

回答数に対

する割合％
22.8 63.2 37.0 24.9 12.2 0.3 8.2 －

ペ ー ス メ ー カ 装 着 遺 体 へ の 対 応

回答数
合計

項目

区分 マスク 手袋 納体袋 消毒薬 ガウン 防護服 その他

回答数 291 265 64 267 50 190 31 378
回答数に対
する割合％

77.0 70.1 16.9 70.6 13.2 50.3 8.2 －

資 材 の 備 蓄 回答数
合計

項目

区分

保健所
と連携

葬儀業者
と連携

職員への
教育

その他

回答数 95 228 141 28 378
回答数に対
する割合％

25.1 60.3 37.3 7.4 －

感 染 症 へ の 対 応
回答数
合計
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【設問 86】副葬品の制限を行っていますか。 

１ 「行っている」という場合、どのようなことを行っていますか。（複数回答可） 

副葬品の制限については、行っているが 82％である。制限の内容は、葬儀業者への

協力要請が 81％、遺族への協力要請が 64％である。 

表２－１５－４ 副葬品の制限 

 

表２－１５－５ 副葬品の制限の内容 

 

【設問 87】放射線治療器具の装着遺体の火葬について、「注意が必要」などと聞いたこと

がありますか。 

放射線治療器具の装着遺体の火葬には注意が必要については、聞いたことがあるが

15％であるが、聞いたことがないが 79％もある。 

表２－１５－６ 放射線治療器具の装着遺体の火葬 

 

 

  

項目

区分
行っている

行って
いない

回答なし

回答数 309 53 16 378
回答数に対
する割合％ 81.7 14.0 4.2 100.0

副 葬 品 の 制 限
回答数
合計

項目

区分

柩内の
チェック

遺族への
協力要請

葬儀業者へ
の協力要請 その他

回答数 32 199 251 27 309
回答数に対
する割合％

10.4 64.4 81.2 8.7 100.0

副葬品の制限の内容
回答数
合計

項目

区分

聞いたこと
がある

聞いたこと
がない

回答なし

回答数 57 298 23 378

割合％ 15.1 78.8 6.1 100.0

合計
放射線治療器具装着遺体の火葬
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第 16 節 最後に 

【設問 89】特定非営利活動法人日本環境斎苑協会のことはご存知ですか。 

日本環境斎苑協会については、知っているし、各種活動に参加しているが 14％、知

っているが、特に対応していないが 57％である。 

表２－１６－１ 特定非営利活動法人日本環境斎苑協会について 

 

【設問 90】特定非営利活動法人日本環境斎苑協会では、毎年、火葬行政担当職員、火葬従

事職員等に対する表彰を行っておりますが、ご存知ですか。 

火葬行政担当職員、火葬従事職員等に対する表彰については、よく知っており、対

象職員がいれば推薦したいが 16％、今まで知らなかったが、対象職員がいれば推薦し

たいので、詳細を知りたいが 6％であるが、全く知らないが 62％である。 

表２－１６－２ 火葬行政担当職員、火葬従事職員等に対する表彰 

 

【設問 91】特定非営利活動法人日本環境斎苑協会が発行する以下の書籍をご存知ですか。 

１ 火葬場の建設・維持管理マニュアル 

２ 火葬概論 

３ 火葬問題Ｑ＆Ａ 

火葬場の建設・維持管理マニュアルについては、購入し、必要な時に読んでいるが

24％、知っているが、読んだことはないが 28％であるが、全く知らないが 40％であ

る。火葬概論については、購入し、必要な時に読んでいるが 18％、知っているが、読

んだことはないが 27％であるが、全く知らないが 46％である。 

火葬問題Ｑ＆Ａについては、購入し、必要な時に読んでいるが 17％、知っている

が、読んだことはないが 25％であるが、全く知らないが 50％である。 

  

項目

区分

知っている
し、各種活
動に参加し
ている

知ってい
るが、特
に対応し
ていない

全く知ら
ない

その他 回答なし

回答数 53 214 85 11 15 378

割合％ 14.0 56.6 22.5 2.9 4.0 100.0

合計

特定非営利活動法人日本環境斎苑協会について

項目

区分

よく知って
おり、対象
職員がいれ
ば推薦した

い

今まで知らな
かったが、対
象職員がいれ
ば推薦したい
ので、詳細を
知りたい

全く知ら
ない

その他 回答なし

回答数 61 21 233 41 22 378

割合％ 16.1 5.6 61.6 10.8 5.8 100.0

火葬行政担当職員、火葬従事職員等に対する表彰

合計
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表２－１６－３ 火葬場の建設・維持管理マニュアル 

 

表２－１６－４ 火葬概論 

 

表２－１６－５ 火葬問題Ｑ＆Ａ 

 

【設問 92】特定非営利活動法人日本環境斎苑協会が開催する以下の研修会等をご存知ですか。 

１ 火葬技術管理士通信教育（1 級、2 級） 

２ 総括火葬技術管理者講習会 

３ 厚生労働省後援 火葬場管理者研修会 

４ 火葬場指定管理者セミナー 

５ 全国火葬情報交換会 

火葬技術管理士通信教育については、受けたことがあるが 9％、受けてみたいと思

っているが 1％、聞いたことがあるが 45％であるが、全く知らないが 37％である。 

総括火葬技術管理者講習会については、受けたことがあるが 2％、受けてみたいと

思っているが 4％、聞いたことがあるが 49％であるが、全く知らないが 37％である。 

火葬場管理者研修会については、受けたことがあるが 9％、受けてみたいと思って

いるが 3％、聞いたことがあるが 44％であるが、全く知らないが 37％である。 

火葬場指定管理者セミナーについては、受けたことがあるが 4％、受けてみたいと

思っているが 3％、聞いたことがあるが 47％であるが、全く知らないが 38％である。 

項目

区分

購入し、
必要な時
に読んで
いる

知ってい
るが、読
んだこと
はない

全く知ら
ない

その他 回答なし

回答数 90 104 150 13 21 378

割合％ 23.8 27.5 39.7 3.4 5.6 100.0

火葬場の建設・維持管理マニュアル

合計

項目

区分

購入し、
必要な時
に読んで
いる

知ってい
るが、読
んだこと
はない

全く知ら
ない

その他 回答なし

回答数 67 103 175 12 21 378

割合％ 17.7 27.2 46.3 3.2 5.6 100.0

火 葬 概 論

合計

項目

区分

購入し、
必要な時
に読んで
いる

知ってい
るが、読
んだこと
はない

全く知ら
ない

その他 回答なし

回答数 63 96 188 10 21 378

割合％ 16.7 25.4 49.7 2.6 5.6 100.0

火 葬 問 題 Ｑ ＆ Ａ

合計
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全国火葬情報交換会については、受けたことがあるが 5％、受けてみたいと思って

いるが 4％、聞いたことがあるが 45％であるが、全く知らないが 38％である。 

 

表２－１６－６ 火葬技術管理士通信教育（1級、2級） 

 

表２－１６－７ 総括火葬技術管理者講習会 

表２－１６－８ 厚生労働省後援 火葬場管理者研修会 

 

 

 

 

 

表２－１６－９ 火葬場指定管理者セミナー 

 

表２－１６－１０ 全国火葬情報交換会 

 

 

  

項目

区分

受けたこ
とがある

受けてみた
いと思って

いる

聞いたこ
とがある

全く知ら
ない

その他 回答なし

回答数 7 15 184 138 8 26 378

割合％ 1.9 4.0 48.7 36.5 2.1 6.9 100.0

総 括 火 葬 技 術 管 理 者 講 習 会

合計

項目

区分

受けたこ
とがある

受けてみた
いと思って

いる

聞いたこ
とがある

全く知ら
ない

その他 回答なし

回答数 32 4 170 139 11 22 378

割合％ 8.5 1.1 45.0 36.8 2.9 5.8 100.0

火葬技術管理士通信教育（ 1級、2級）

合計

項目

区分

受けたこ
とがある

受けてみた
いと思って

いる

聞いたこ
とがある

全く知ら
ない

その他 回答なし

回答数 33 12 166 139 8 20 378

割合％ 8.7 3.2 43.9 36.8 2.1 5.3 100.0

厚生労働省後援 火葬場管理者研修会

合計

項目

区分

受けたこ
とがある

受けてみた
いと思って

いる

聞いたこ
とがある

全く知ら
ない

その他 回答なし

回答数 15 12 176 145 8 22 378

割合％ 4.0 3.2 46.6 38.4 2.1 5.8 100.0

火 葬 場 指 定 管 理 者 セ ミ ナ ー

合計

項目

区分

受けたこ
とがある

受けてみた
いと思って

いる

聞いたこ
とがある

全く知ら
ない

その他 回答なし

回答数 20 14 171 145 8 20 378

割合％ 5.3 3.7 45.2 38.4 2.1 5.3 100.0

全 国 火 葬 情 報 交 換 会

合計



調査資料① 

97 

 



調査資料① 

98 

 



調査資料① 

99 

 



調査資料① 

100 

 



調査資料① 

101 

 



調査資料① 

102 

 



調査資料① 

103 

 



調査資料① 

104 

 



調査資料① 

105 

 



調査資料① 

106 

 



調査資料① 

107 

 



調査資料① 

108 

  



調査資料① 

109 

 



調査資料① 

110 

 



調査資料① 

111 

 



調査資料① 

112 

 



調査資料① 

113 

 



調査資料① 

114 

 



調査資料① 

115 

 



調査資料① 

116 

 



調査資料① 

117 

 



調査資料① 

118 

 


